
福島医薬品関連産業支援拠点化事業【復興】
令和５年度概算要求額20.2億円（23.3億円）

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要
東日本大震災からの復興の基本方針を受け、福島県
立医科大学を中心として医薬品等の開発拠点を整備
します。福島における新産業と雇用創出を目指し、福
島県の復興に貢献します。
具体的には、福島県立医科大学において地域医療機
関等と連携し、疾患組織・医療情報等を収集するとと
もに、データ解析等を行い、医薬品等の開発拠点を整
備します。
創薬に有効な抗体、マイクロアレイの2つの基盤技術及
びその基盤技術を利用した新たな医薬品関連産業を
創出するとともに、浜通り地域等における医薬品関連
産業の集積を推進します。
成果目標
平成23年度から令和7年度までの15年間の事業であ
り、医薬品関連産業創出により福島県の復興に貢献
します。令和12年度に福島県内での医薬品生産金
額が平成23年度比20％増となることを目指します。
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病気に関係する遺伝子や
タンパク質などの解析技術
の開発・実証
（抗体、マイクロアレイ）

福島県内に
立地する企業
福島県内に
立地する企業

TRセンターで開発した基盤技術を
利用して、医薬品等を創出
浜通り地域等に医薬品関連産業
の集積を推進

各種検体採取

臨床情報収集

福島県で創出した医薬品等が利用されることで福島県内での
事業拡大や雇用創出が期待され、福島県の復興に貢献

前臨床・臨床試験を
3者で連携して実施

浜通り地域等から
医薬品等を創出

細胞や動物を用いた
薬の評価技術の開発・
実証
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